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基幹システム「住宅マネージャー」は経営情報の一元管理を実現

　KSK（東京都稲城市、牧野信之社長）とコムテ
ックス（富山県高岡市、後藤敏郎社長）が提携し、
住宅事業者に対する合理化、省力化の提案強化を
進め始める。
　KSKは住宅建設業向け統合管理システム「住宅
マネージャー」を提供する。情報プラットフォー
ムを構築するための基幹システムで、仕入れ土地
管理から発注、工程管理、アフターサービスなど、
住宅ビジネスに関するすべての業務をカバーする。
　一方、コムテックスが提供する現場コミュニケ
ーションアプリ「Kizuku」はチャット機能を中心
に手間なく工程管理などを行うことができるアプ
リで、直感的に操作ができることが大きな特徴だ。
業界で初めて建設キャリアアップシステムとの連
携も可能にしている。
　このほど両社は「住宅マネージャー」と
「Kizuku」を連携、ユーザーに対してさらに高い
付加価値を提供していく。
　連携のきっかけはKSKに対し「住宅マネージャ
ー」のユーザーである大手ビルダーから「Kizuku
と連携することができないか」と相談が入ったこ
と。この相談を契機にとして、２社が連携に合意

した。この大手ビルダー
は「住宅マネージャー」
と「Kizuku」をともに採
用していたが、工程表や
設計図書・仕様図書など
をそれぞれ入力する必要
があった。２つのシステ
ムが連携していれば、こ
の二重入力の手間を省く
ことができる。二社の連携は、まさに“現場の声”
をきっかけに始まったのである。
　両社の連携は、KSKにとって「現場管理のアプ
リが必須の時代。ただ、KSKは基幹システムに特
化しており、専門の企業と組むことは大きなメリ
ット。他企業との差別化にもつながる」（山口靖・
住宅ソリューション事業部ゼネラルマネージャ
ー）とのこと。一方、コムテックスは「職人が使
いやすいアプリだが、これまでは情報が Kizuku
のなかだけで終わっていた。現場の作業が自動で
住宅マネージャーに流れ、アウトプットにつなが
る。これはビルダーにとって大きなメリット」（竹
脇正貴・東京本部営業部部長）とKizuku の価値
をさらに高めることにつながる。
　「住宅マネージャー」と「Kizuku」の連携は、二
重入力の手間など、負担を減らすことによる省力
化・合理化を実現できるが、最も大きなポイント
は情報管理の一元化であろう。現場の情報がリア
ルタイムで「住宅マネージャー」に吸い上げられ、
誰でも瞬時に確認することができる。現場の合理
化だけでなく施工品質の向上、さらには事業全体
を踏まえた働き方改革を推し進めることが可能に
なろう。

基幹システムと現場コミュニケーションアプリの連携が可能になってくる。二重入力の手間が省けるだけで
なく、情報の一元管理が可能になり、住宅事業者の働き方改革を強く後押しする。

住宅マネージャーとKizukuの連携で合意
新たな価値で住宅事業者の働き方改革を支援

KSK、コムテックス

現場コミュニケーションアプリ
「Kizuku」は直感的な作業が可能
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